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今年度も学校が始まり１ヶ月が過ぎました。新入生も学校での生活に慣れ、児童・生徒たちの元気に

活動する姿が校舎いっぱいに見られます。どの子も自分の目標に向かって、主体的に取り組むことで大

きく成長してほしい限りです。 

 さて、学校教育の基準となる学習指導要領が改訂され数年が経過しました。改定のポイントの中に「主

体的・対話的で深い学び」があります。どうやって「主体的」に取り組ませ、「主体性」を身に付けさせ

るかは本校でも課題の１つとなっています。 

多くの教科書に載っている三大随筆の１つの『徒然草』（兼好法師）の第５２段に「仁和寺にある法

師」という話があります。概要は次の通りです。 

京都の仁和寺にいたお坊さんが、いつかは有名な石清水八幡宮をお参りしたいと長年思っていまし

た。あるとき思い立って、一人でお参りに行きました。帰ってきてから周囲の人々に次のような感想を

話しました。 

「行ってみると、やはりとても素敵で、山の麓にある寺社をお参りしてきました。ただ、お参りする

人がみんな山に登っていくのが気になりました。しかし、私の本来の目的はお参りだったので、山まで

は見てきませんでした。」 

この件に対して兼好法師が添えた言葉が「少しのことにも先達は あらまほしきことなり」です。こ

れは古文（昔の言葉）なので、現代語に直すと「ちょっとしたことでも、その道の先導者の案内はあっ

たほうがいい」となります。実は仁和寺のお坊さんは、本来の目的を果たしていなかったのに、達成し

たと勘違いをしていたのです。その勘違いに気付かずに仲間に語っているところから、兼好法師はこの

言葉を添えたのです。どんな勘違いをしたのか、興味がある人は、調べてみてください。 

ところで、上の話は今の教育ではどう評価されるでしょうか。誰かの指示を待つのではなく、いよい

よその時だと自分で判断し、行動に移せたことは「主体性」があると評価したいものです。 

ここでポイントとなるのが「先達」の働きです。どこまでを示すのが正しいのか迷います。「主体性」

にばかり目がいき、全て自分で考えさせるのは無責任に感じますし、仁和寺のお坊さんと同じことが起

きます。しかし、全てを示すのも違うと思います。加減がとても難しいです。 

学校では、学習も行事もこれから「本番」に入ります。児童・生徒がやりたいことに全力で「主体的」

に取り組めるように、「先達」である大人が、何をどう示すのかが大きく関わってきます。正解は必ず

しも１つではないと思います。親として、地域の一員として、そして教員として、それぞれの立場で「先

達」として児童・生徒が「主体性」を身に付けられるように示していきたいです。 
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副校長 川地 真  「先達は あらまほしきことなり」と言いますが。 



  

 
 

 

日 曜 主な行事 日 曜 主な行事 
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６ 
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８ 
９ 
１０ 
１１ 
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木 

金 
土 
日 
月 
火 
 
水 
木 
金 
土 

B時程、朝清掃 
家庭との連携(小)(～２日)  
奉仕日 

憲法記念日 
みどりの日 
こどもの日 
振替休日 
全校朝会、委員会活動 
聴力検査（小１・５） 
B時程、避難訓練（集団下校） 
村内配布、SC 
SC 
（ツゲ駒感謝の日） 

１３ 
１５ 

 

１６ 
１８ 
２０ 
２１ 

 
２４ 
２８ 
２９ 
３１ 

月 
水 
 

木 
土 
月 
火 
 
金 
火 
水 
金 

小学校朝会、クラブ活動(小) 
奉仕日、Ｂ時程、朝清掃 
中間考査（中） 

黒潮集会、巡回相談（～１７日） 
特別時程、学校公開 
安全指導日、眼科検診 
進路説明会 
移動教室・修学旅行説明会 
奉仕日 
運動会予行前準備 
時程変更、運動会予行 
運動会前日準備 
  

 

 

４月２３日（火）、前日まで天気の不安はありましたが、小学校は無事遠足に行くことができました。

例年と違った形での遠足になりましたが、子供たちがみな楽しそうに笑顔だったのでよかったと思いま

す。遠足でのめあては、「自然と親しみながら、互いを思いやり、リーダーシップとフォロワーシップを

身に付けよう」でした。 

今回の遠足では、たてわり班での“協力”を実感できる遠足だったのではないでしょうか。チーム全員

で取り組む「わくわくチャレンジ」、エビネ公園までの長い長い道のり、一人では大変だけれども、みん

な一緒だからこそゴールできたのではないかと思います。また、５・６年生は出発式・解散式、レクの企

画や運営、たてわり班での行動など、事前から本当によく動いて準備をしました。おかげで、参加したみ

んなが楽しめる遠足となりました。感謝しています。 

 保護者の皆様にも、予備日を含め２度のお弁当作りや荷物の準備など、たくさんのご協力をいただき

ました。ありがとうございました。 

 

 

学校では６月６日（木）に中学生を対象に、東京都教育委員会の協力を得て、講師の方に来校していた

だき、性教育の授業を実施します。授業前日の５日（水）に、講師の先生のご厚意により、性教育につい

ての講演会を開催します。詳細は、来月の学校だよりでお知らせいたしますが、予定をしておいていた

だけると幸いです。 

記 

１ 名 称  「性教育に関する講演会（仮）」 

２ 時 間  令和６年６月５日（水）１５：３０頃から 

３ 会 場  御蔵島小中学校 多目的室 

４ 講 師  宮益坂メリーレディースクリニック 

         院長 長岡 美樹 医師 

５ 内 容  （１）性教育の授業について 

         （２）個別相談など 

※講師の先生が来島できない場合は中止いたします。 

遠足を終えて 

性教育の授業 ならびに 講演会のお知らせ 


